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野馬窪遺跡群

野 馬 窪 迫退 跡 V
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例  言

1,本書は、株式会社エヌ。ティ・ティ。ドコモ長野支店が行 う、移動通信用無線基地局 (CV佐久猿久保

RK)建 設工事に伴 う野馬窪遺跡 Vの発掘調査報告書である。

2.調査原因者 株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ長野支店

3.調査主体者 佐久市教育委員会

4.遺跡名及び所在地 野馬窪遺跡V(SNKV)佐 久市猿久保167-5
5。 調査期間及び面積 試掘調査 平成22年 8月 3日 ～ 8月 11日 ・25日 面積 15ご

発掘調査 平成23年 9月 4日 ～平成23年 10月 4日

整理調査 平成23年 9月 21日 ～平成24年 1月 20日

平成24年 6月 5日 ～平成24年 8月 17日

調査面積 215∬ (開発面積 185∬ 、立木伐採・抜根範囲108∬ )

6.本遺跡の調査は林・佐々木、報告書作成は林。佐々木が行った。

7.本書及び関係資料等は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

1.遺構の略記号は、竪穴住居址 (H)土坑 (D)ピ ット(P)で ある。

2.挿図の縮尺は遺構 1/80。 1/60、 遺物 1/4。 1/3・ 1/1である。挿図中にスケールを示 した。

3.遺構の海抜標高は各遺構毎に統一 し、水糸標高を標高として記した。

4.土層の色調は1988年版「新版 標準土色帖」に基づいた。

5.遺物挿図番号と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

6。 調査区は公共座標の区割りにしたがい、間隔は4m× 4mに設定した。

7.挿図中のスクリントーンは、以下のことを示す。
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第 I章 発掘調査の経緯

1 経過 と周辺遺跡

野馬窪遺跡群は、西流する湯川左岸の浅間第一軽石流に形成された台地上にある。標高は、700m前後

を測り、調査対象地点から南方に緩やかに傾斜している。

野馬窪遺跡群内では、 4次の発掘調査と平成13。 14。 17年度の試掘調査で弥生時代・平安時代 。中世の

集落が検出されている。

今回、株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ長野支店により移動通信用無線基地局が建設されることになり、

平成22年 8月 3日 ～平成22年 8月 11。 25日 に試掘調査を行った。その結果、平安時代の土師器・須恵器・

灰釉陶器が出土し、竪穴住居址 1棟 も検出された。保護協議の結果、記録保存調査を行うことになった。

平成23年 4月 18日 付けで発掘調査委託契約を締結し、発掘調査を実施した。

調査対象地は、鋼管柱基礎工事範囲・維持管理道路及び工事に係る立木伐採・抜根範囲である。

が

御i‐

第 2図 野馬窪遺跡V周辺遺跡 (1:10,000)

2 調査組織

平成23・ 24年度

調査主体者 佐久 市教育委員会

事 務 局 社 会 教 育 部 長

文 化 財 課 長

文 化 財 係 長

文化財調査係専門員

教育長 土屋 盛夫

伊藤 明弘

吉澤 隆

三石 宗一

林 幸彦 須藤 隆司 小林 貫寿 羽毛田卓也 冨沢 ―明

上原 学

並木 節子 神滓 和明 (23年 10月 ～)井出 泰章 (～ 23年 9月 )文 化 財 調 査 係

-1-



戴
酎

　

ざ
ヽ
６
ヨ

::層 驚若色土 QOYR3/0腐 葉盈       住 :40

1c層 暗褐色土 (10YR3/3)鷹 葉土まじる。
こ 層 褐色土 (10YR4/4)砂 質土。
Ш 層 黒褐色土(10YR2/3)褐 色土 (10YR4/4)の ブロック少量。遺物包含層。
Ⅳ 層 1こ ぶい黄褐色土(10YR4/3)砂 質土。

一 耀 麓里苛継 躍遂陀蹄。の筋 ●～mco多量。
Ⅵ 層 黄褐色土 (10YR5/8)・ (10YR5/6)。

第 3図 遺跡V調査
令
体図 (1:



調査体制

調査担当者 林 幸彦

調 査 員 赤羽根充江

小林千勝

出澤 力 (～ 23年 6月 )久保浩一郎 (24年 4月～)

佐々木宗昭

1磯貝律子 市川光吉 岩松茂年  神津和子 神津千春  小林節子

清水律子 副島充子 田中ひさ子 中山清美 広瀬梨恵子 柳沢孝子

第4図 Hl号住居址出土澄物実測図 (1)

3 調査日誌

平成23年 3月 22日 調査仮設事務所 。調査員等車両置き場使用許可を佐久市土地開発公社に申請。

8月 26日 佐久市土地開発公社より使用許可される.。

3月 29日 重機等賃貸借業務契約締結。 30日基準点基準線設定業務委託契約締結。

8月 31日 調査対象範囲の最終確認 (大明株式会社担当者、文化財課担当者)。

9月 3日 仮設事務所 。トイレ設置。

9月 5日 重機により表土削平、併行して遺構プラン確認。

9月 7日 基拳点基準線設定側 量杭打設)じ

9月 9日  Hl・ H2号住居
―
址掘り下げ始め。

9月 12日～27日 遺構掘り下げ、随時記録図面作成。写真撮影。

9月 -21日  台風15号に備える。

9月 29日 全体写真、器材撤収。

9月 29・ 30日 埋戻し作業。10月 4日埋戻し細部補足作業。

10月 6日 長野県教育委員会に発掘調査終了報告書を提出する。

佐久警察署に埋蔵文化財発見届けを提出する。

9月 21日 ～12月 2日 出土遺物・記録の整理作業。

平成24年 6月 5日 ～8月 17日 実測・写真撮影。原稿の執筆、報告書の作成。

■月5日 報告書刊行をもって調査終了。

第Ⅲ章 遺構と遺物

検出遺橋・遺物の概要

遺構 竪穴住居址 2軒 (平安時代)土坑 3基 (平安時代 1基他)ピ ット6基

遺物 ―縄文時代後期土器、弥生時代後期土器、平安時代石器 (土師器・灰釉陶器)、 鉄器、石器

1 竪穴住居址

1)Hl号 住居址

い うう-10Grに あり、北壁3.3m。 東壁3.lm。 南壁3.2m・ 西壁3.lm、 壁高は30cm、 主軸方位はN―

17° 一Wを示す。

電 ▽ 竃� 子∇ ザ▼8

舎 ツ 9
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2層
3層
4層

5層

6層

7層

暗褐色土 (10YR3/4)

黄褐色土(10YR5/6)の 小ブロック多量
黒褐色土 (10YR2/3)

褐色土 (10YR4/6)

暗褐色土 (10YR3/4)

黄褐色土(10YR5/6)の プロック多量。
明赤褐色土 (5YR5/6)

焼土 (焼け込み)。

黒褐色土 (10YR3/2)

粘土。
暗褐色土 (10YR3/4)

黒褐色 (10YR3/2)の 粘土小ブロック

含む。
8層  黄褐色土 (10YR5/6)

黒褐色土(10YR3/2)の 小プロック少量。
9層  黒褐色土 (10YR2/3)

床。
10層  にぶい黄褐色土 (10YR5/4)

暗褐色土 (10YR3/4)と にぶい黄橙色
土(10YR6/4)の ブロック多量。
床下埋土。
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第 5図 Hl号住居址実測図および出土遺物実測図 (2)

カマ ドは北壁の中央に粘土と安山岩により構築されている。袖石の下端は地山を浅く掘り置かれている。

床面 。掘方から明確な柱穴は、確認できなかった。

壁溝が東 。南壁の一部を除き認められた。床面は堅く締まりほぼ平坦である。掘方は壁寄りが深い。

遺物は、土師器・灰釉陶器・石器がある。須恵器は郭小片が 1点みられた。 1～ 5は土師器不で～ 4が

内面黒色処理される。 6～ 9は土師器邪か碗で内面黒色処理され、 7～ 9体部外面に文字判明しない墨書

が認められる。10。 11・ 12。 15。 17は土師器甕、12。 15は顕部「コ」の字「武蔵甕」、11。 17は土師器ロ

クロ甕である。13は灰釉陶器皿、14は灰釉陶器長頸壺でいづれも釉は漬け掛けである。16は鎌とみられ、

刃部に木質が残る。

本址は9世紀後半に位置づけられる。
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第 6図 Hl号住居址出土遺物実測図 (3) 第 7図 H2号住居址出土遺物実測図 (1)

2)H2号 住居址

う 。え-8・ 9 Grに あり約半分が調査区域外にある。検出北壁0.6m・ 東壁3.3m・ 南壁3.7m。 検出西

壁1,94m壁高は41cm主軸方位 N-79° ―Eを示す。

カマ ドは東壁中央に粘土 と砂岩・安山岩により構築 されている。面取 された砂岩をが材材の袖部は、袖

石下端の地山を掘 り置かれている。カマ ド東協床面の長 さ60cmの 安山岩も構築材であろう。

径50cm深 さ15cmの Plが掘方から、検出された。壁溝が東・南壁一部を除き認められた。床面は堅 く締

まりほぼ平坦である。カマ ド左袖脇床面から16の鎌が出土 した。

遺物は、土師器・灰釉陶器・鉄器・石器がある。須恵器は郭 。甕小片が 1点みられた。

8～ 12は 内面黒色処理 される土師器 ITh、 13～ 18が土師器碗、14～ 18が 内面黒色処理 される、19～23は土

師器邦か碗で19～ 22が 内面黒色処理 される。12。 15。 19は 体部外面に文字判明しない墨書が認め られ る。

24は灰釉陶器皿か碗、 1・ 25～ 27は土師器ロクロ甕、25は外面ヘラケズリ内面にロクロ調整がうかがえる。

4は大きめの苧引金具、装着部に本質が残る。 5は一孔持つ流紋岩の砥石 6面に使用痕がみえる。 6は安

山岩の磨石。 7は安山岩の台石。 2の内外面赤彩 され一孔の有孔鉢と、 3の縄文後期深鉢は混入である。

本址は 9世紀後半に位置づけられる。

2 土坑

1)Dl号 土坑

い -8。 9 Grに あり、長軸長116cm短軸長98cn壁高38cm、 平面楕円形、断面は逆梯形。長軸方位 は N―

14° 一Wを示す。覆土は地山の明黄褐色土ブロックを含む人為的埋土であった。

-5-
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明赤褐色上(5YR5/6)8層 が被熱 した。
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♀ 電禅,4tlm 21m

1層  黒褐色上(10YR2/3j
暗褐色土(10YR3/3)・ 暗樋色土

ガ層 名雹望4脇 資驀雹生
(10YR2/3)小 プロツク少量。

3層  黒栂色土(10YR2/31

第8図 ■2号住居址実測図および出土遺物実測図 (2)

螂
齢

0     (114)    とOCn
l       l       l

-6-



遺物は、 1・ 2の上師器郭と土師器邪・碗小片 2点 が出土した。 1。 2と も内面黒色処理される。 1は

体部外面に「子」の墨書と刻書が認められる。 2の体部外面には「子」の墨書が認められる。

本址は9世紀後半に位置づけられる。

2)D2号 土坑

い -2 Grに あり北半分が調査区域外にある。直径166cmの 円形 とみ られ、壁高112cm、 断面は逆梯形を

呈する。覆± 2。 3層は地山のにぶい褐色土・褐色土を含む人為的埋土であった。平安時代の遺物包含層

である全体層序Ⅲ層を掘 り込んでいる。

出土遺物は皆無であり、本址の時期は不明である。

Dl

F

1層  黒褐色土
(10YR2/3)

人為的埋土。
明褐色土
(7 5YR5/8)の
ブロック含む。

標雇:路)10m  l“

第 9図 Dl号土坑実測図および出土遺物実測図
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1層 褐色土 (10YR4/4)暗 褐色土 (10VR3/3)

褐色土(10YR4/6)の ブロック多量。人為的埋土。
2層 褐色土 (10YR4/6)地 山 (V層 )の褐色土 (10YR4/6)主 。

にぶい褐色土(10YR5/3)の 小ブロック少量。人為的埋土。
3層 にぶい黄褐色土 (7 5YR5/3)地 山(7 5YR5/3)主 。

人為的埋土。

標高 70440m
O   (1:so)  2m

黒褐色土 (10YR2/3)

暗褐色土 (10YR3/4)
にぶい黄褐色土(10YR4/3)堅 く締 る。
にぶい黄褐色土(10YR4/3)堅 く締 る。
明黄褐色土(10YR6/6)の 小プロック多量。
にぶい黄褐色土(10YR5/4)堅 く締 る。

層

層

層
層

　

層 1'ワ (114)  10cll
4(1:3)  7.5cll

0  3(1:1)  2.5cll
l     l     l

第 10図 D2号・D3号土坑実浪1図 および出土遺物実測図
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3)D3号 土坑

あ -6 Grに あり束半分が調査区域外にある。検出部南北長290cm、 壁高■Ocn、 断面はテラスを有する

逆梯形を呈する。覆± 3～ 5層は、堅 く締まる。平安時代の遺物包含層である全体層序Ⅲ層を掘 り込んで

|ゝ る。

遺物は、 1・ 2の土師器郭、黒曜石の石鏃 8、 安山岩の二次加工ある剥片 4が 出土 した。 2は底部回転

糸切 りがみえる。

本址の時期は、平安時代以降であろう。

3 その他

ピットが 6基検出された。 Plは平面円形で長径70cm短径60cm深 さ33帥、P2は平面楕円形で長径74cm短

径56cm深 さ18cm、 P3は円形で長径40cm短径36cm深 さ41cm柱痕14cmが確認 された。 P4は長径57cm短径46cm

深 さ14cmの 円形、 P5は長径80cm短径58cm深 さ63cmの精円形テラスを有する。 P6は長径84cm短径78cm深 さ

27cmの 円形でテラスを有する。 P2か ら土師器 3片が出上 した。

い -2 Grに北東から南西に傾斜する僅かな窪地があり、全体層序 A地点周囲でⅢ層の堆積 (層厚20～ 30

cm)が みられた。Ⅲ層最下部に焼上の堆積 とⅢ層が被熱で赤色に変化 した範囲が 2カ 所確認 された。付近

に住居址床面などは、確認 されなかった。

い -2 GrⅢ 層から土師器邪 (3～ 5)・ 皿 (6)郭か碗 (1・ 2)、 土師器甕 (7・ 8)、 縄文土器 (9)、 黒

曜石の石鏃 (10)が 出土 した。土師器は、Hl・ 2号住居址と同一時期の 9世紀後半に比定される

標高A～ D 70400m
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卜捗醐
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A―A'(P4)

1層  暗褐色土(10YR3/3)
褐色土 (10YR4/6)の 小ブロック含む。

C― C'(Pl)
1層  暗褐色土(10YR3/4)

D― D'(P2)
1層  暗褐色土(10YR3/4)

B― B'(焼 土)

1層  明赤褐色土 (5YR5/8)焼 土。
1層  下部の焼土はⅢ層が被熱で変色 したもの。

E― E'
第 3図の標準土層 A地点に同 じ。

第 11図 Pl'P2・ P4・ 焼上分布範囲実測図および遺構外出土遺物実測図

1～ 9(1:4)
0  1o(1:1)

10clll

2 5cn

A   D`ギ〇ビ
A'C  C'D   D'

甥 甥 ¨
◆
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1 野馬窪遺跡群遠景 (北東より、立蓼山・八ヶ岳が遠望できる)

2 野馬窪遺跡群遠景 (北方より、台地上中央が野馬窪遺跡 V。 手前に湯川が西流する)

野馬窪遺跡V遠景 (南西より、調査地点は前方林の中)
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